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航空機搬送 陸路搬送
固定翼機 回転翼機 ECMOカー/救急⾞

極めて⻑い 短い
（700-1000km） 航続距離

短い
（400-800km）
ただし再給油が容易

速い
（400-800km/h）

速い
（200-300km/h） 速度 遅い

（30-100km/h）
概ね⻑い
(医療機関〜⾶⾏場までの端末地搬送、航空機〜
⾞両の搭載・卸下にて総搬送時間は⻑くなる)

短い 所要時間 ⻑い
(道路状況・渋滞で所要時間は更に増⼤)

不可能 可能 door to door搬送 可能

多くの医療資機材・搬送スタッフの搭載・搭乗
が可能 医療資機材・医療機器ともに極めて限定的 搭載容量・⼈員 多くの医療資機材・搬送スタッフの搭載・

搭乗が可能
概ね広い
(医療専⽤機等では狭隘なことが多い) 狭隘 医療スペース 概ね広い

(観⾎的処置が可能)
極めて限定的
もしくは商業⽤電源の供給不可

供給可
(機種によるが1000V以下) 商業⽤電源 ECMOカー等では1500W程度の供給可能

受ける
(⽬的地の変更やひき返しが⽣じる可能性)

強く受ける
(⾶⾏不可となる状況が⽣起しやすい) 天候の影響 受けない

必要 必要 電磁適合性 不要

⾃衛隊輸送機等で騒⾳は極めて⼤
離着陸時・乱気流等での振動・揺れが⼤

ローターの騒⾳は⼤
気流等による振動・揺れは⼤ 振動・騒⾳ 道路状況・エンジン等のノイズにより振

動・騒⾳は中等度

有り 無し
(⾶⾏⾼度上昇により低圧・低酸素に暴露) 機内与圧

運航調整に多くの労⼒・時間を要する 運航調整に労⼒・時間を要する 運⽤の容易性 短時間かつ容易

表４ 陸路搬送及び航空搬送における⻑所及び短所
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表６ 集中治療を要する重症患者の搬送における準備薬剤リスト（⼀例）

薬剤種類 ⼀般名 使⽤時注意点
蘇⽣薬 アドレナリン 末梢静脈路からの投与時は⾎管外漏出に注意

アトロピン ⼼不全では循環悪化する可能性あり
グルコン酸カルシウム 急速投与時徐脈・⾎圧低下
重炭酸ナトリウム Na負荷となるため緩徐に投与、CO2負荷あり換気に注意

⿇薬 フェンタニル 呼吸・循環抑制、急速投与で鉛管現象
モルヒネ 呼吸・循環抑制、喘息既往例には使⽤禁忌

鎮静薬 ミダゾラム 呼吸・循環抑制
筋弛緩薬 ロクロニウム アナフィラキシー
拮抗薬 スガマデクス アナフィラキシー

ナロキソン 短時間作⽤のため、効果消失後に呼吸抑制再燃する可能性あり
抗不整脈薬 アミオダロン ⼼機能低下、中枢ラインからの投与推奨

ランジオロール 低⼼機能例では慎重に少量から開始、低⾎糖に注意
リドカイン（静注） 徐脈、⾎圧低下、痙攣

降圧薬 ニカルジピン 新⽣児・乳児では使⽤禁忌、中枢ラインからの投与推奨
ニトロプルシド 観⾎的動脈圧モニタリング必須、シアン中毒に注意、遮光必須

気管拡張薬 サルブタモール
ステロイド ヒドロコルチゾン 急性⼼筋梗塞の患者には原則禁忌
⾎管作動薬 ドパミン 中枢ライン推奨、末梢静脈路からの投与時は⾎管外漏出に注意

ドブタミン 中枢ライン推奨、末梢静脈路からの投与時は⾎管外漏出に注意
アドレナリン 中枢ライン推奨、末梢静脈路からの投与時は⾎管外漏出に注意

抗痙攣薬 フェノバルビタール 呼吸抑制
ホスフェニトイン 急速投与で呼吸・循環抑制

利尿剤 フロセミド ⾎圧低下、低カリウム⾎症
マンニトール

抗凝固薬 ヘパリン ECMO搬送間はACTでのコントロールを考慮する
抗アレルギー薬 ジフェンヒドラミン
輸液 ⽣理⾷塩⽔

ブドウ糖液（5･20･50%）
10%塩化ナトリウム
塩化カリウム 補正液濃度・補正速度に注意
細胞外液補充液

局所⿇酔薬 リドカイン（局注） ⾎管内誤投与に注意

搬送時使⽤薬剤リスト
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⾶⾏⾼度の上昇とともに⼤気圧は低下すると，ダルトンの法則に従い，直線的に⼤気中の酸素
分圧(PO2)は低下し，動脈⾎酸素分圧(PAO2)も低下する。機内⾼度8,000 Ft(約2,400m)では航
空機内の⼤気圧は地上（sea level(=⾼度0 feet))の4分の3となる564  mmHgまで低下し，これに
⽐例して，PO2は118.4  mmHg，PAO2は58.6 mmHgとなる。

図１ ⾶⾏⾼度(機内⾼度)と⼤気圧、PO2、PAO2の関係
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